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論文内容の要旨

〔目的〕

近年統合失調症患者の治療やリハビリテーションのアウトカムの判定において社会機能評価の重要性が認識され

ている。 Spatialworking memory (SWM) 障害や解体症状は統合失調症の基本的障害のーっと考えられており、と

もに背外側前頭前野皮質の障害との関連が報告されている。しかし、これらの障害と社会機能との関連を調べた研究

はほとんどない。本研究では Advanced Trail Making Test (ATMT) という簡易な認知機能検査を用い統合失調症

における SWM を評価し、社会生活機能や精神症状との関連を検討した。

〔方法〕

対象は、統合失調症患者 50 名(平均年齢 36.7士 1 1. 3 歳)、健常被験者 34 名(平均年齢 33.5土 10.1 歳)。本研究

の実施に先立ち、ヘルシンキ宣言の主旨に沿い個々の被験者より書面にて自由意志による参加の同意を得、被験者の

匿名性への配慮、がなされている。

ATMT はタッチパネルに表示された 18 cm 四方の画面上で、数字を 1 から順番に押していく簡便な認知機能課題

であり、二つの課題で構成される。 F (fixed) 課題では、最初 1 から 25 までの 25 個の数字ボタンが画面上にランダ

ムに配置されている。被験者はこれらのボタンを 1 から順番に押してし、く。数字 1 を押すとそれが消え、新たに 26

が配置される。このとき、残りの 24 個の数字の位置は固定されている。以下 2 、 3 、 4 と順番に消えていき、新た

に 27、 28、 29 と追加されてし、く。 R (random) 課題では F 課題同様、一つの数字が消えると新たに数字が追加され

るが、その際残りの 24 個の数字も全て再配置される。従って R 課題では被験者は絶えず新しい配置の中から標的ボ

タンを探索するのに対し、 F 課題では標的ボタンを探索しながら他の数字の配置を SWM により記憶し反応時間を短

縮できる。 F 課題と R 課題の反応時間を比較することにより、 F課題における SWM利用率を評価した。まず単純な

視覚探索課題である R 課題のボタン押しの反応時間の分布から上位 5%の反応時間 RT5%を決定、 F 課題のボタン押

しで反応時間が RT5%より早い場合そのボタン押しに SWM を利用したと考え、 F 課題全体における SWM 利用率を

算出した。被験者は、 R.F 各課題ともに 1 から 99 までのボタン押しを 2 回ずつ施行した。近接するボタン押しは



SWM に無関係に早く押せるため、解析から除外した。 ATMT の結果変数は、ボタン押しの平均反応時間 (F 課題­

R課題)及び F課題における SWM 利用率である。健常者と統合失調症群で、 ATMT の結果変数を比較した。統合失

調症群では、社会生活機能、精神症状及び全般的知的機能をそれぞれ REHAB、 WAIS-R、 BPRS といった尺度で評

価し、 ATMT の結果変数との間の関連を調べた。

〔成績〕

健常者の F課題と R課題の反応時間、F課題における SWM利用率の平均士標準偏差はそれぞれ、 2419土 416 msec、

3421 :t 500 msec、 35.4土 9.29%、統合失調症患者ではそれぞれ、 4271 :t1554 msec、 5329 :t1545 msec、 24.1 :t 8.28%

で、あった。統合失調症患者は健常被験者と比べ、有意に反応時聞が延長し SWM は著明に低下していた。統合失調症

患者では、 SWM は「ことばのわかりやすさ」、 「セルフケア」、 「社会生活の技能」といった社会生活機能、解体

症状および全般的知的機能と関連していたが、陰性症状など他の精神症状や「社会的活動性」とは関連がみられなか

った。社会生活機能と精神症状との関連では、 「ことばのわかりやすさ」、 「セルフケアJ 、 「社会生活の技能」が

解体症状と、 「社会的活動性」は陰性症状とそれぞれ関連していた。全般的知的機能は社会生活機能と関連がみられ

なかった。

〔総括〕

ATMT を用いて統合失調症患者の SWM を評価した。背外側前頭前野皮質の障害との関連が報告されている SWM

及び解体症状は、同じ社会機能と関連していた。短時間の簡便な認知機能検査である ATMT で測定された SWM に

より、患者の社会生活機能の一部をある程度予測可能と考えられた。

論文審査の結果の要旨

近年統合失調症患者の治療やリハビリテーションのアウトカムの判定において社会機能評価の重要性が認識され

ている。しかし現状の社会機能評価法は、簡便性あるいは客観性に問題があるといわれている。 Spatial working 

memory (SWM) 障害は統合失調症の基本的障害のーっと考えられているが、 SWM と社会機能との関連を調べた研

究はない。本研究では AdvancedTrail Making Test (ATMT) という簡易な認知機能検査を用い統合失調症における

SWM を評価し、社会生活機能や精神症状との関連を検討した。患者の SWM 障害は解体症状や一部の社会生活機能

の低下と関連しており、 ATMT により評価された SWM によって患者の社会生活能力の一部を簡便かっ客観的に予測

できる可能性が示唆された。

以上、本研究により提示された SWM 評価法は、簡便かっ客観的に社会生活機能を予測する方法としても適当と考

えられ、統合失調症患者の社会復帰および長期予後などの予測に関する重要な知見を示しており、従って学位に値す

るものと~-gめる。
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